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目的・趣旨 

トキソプラズマはこれまで、「水チャネル」であるアクアポリン分子を 2 種類持つことが知

られている。本研究は、申請者が最近発見した事象である、「2 つのアクアポリン分子の欠

損によるトキソプラズマ病原性の著しい減弱」を掘り下げ、そのメカニズム解明を目的とす

る。 

研究経過の 
概  要 

実験 1 
トキソプラズマ PruΔKu80 株を親株とし、相同組換え法によって作出された TgAQP1

と TgAQP2 のそれぞれのノックアウト原虫株について、C57BL/6 マウスに腹腔内投与し、

その病原性を評価した。 
 

実験 2 
トキソプラズマ PruΔKu80 株を親株とし、相同組換え法によって TgAQP1 と TgAQP2

の両方をノックアウトしたダブル KO 原虫株：ΔTgAQP1ΔTgAQP2 株について、そのマ

ウスに対する病原性を同様に感染実験によって評価した。 
  

実験 3 
それぞれの株の生体内における増殖、シスト形成効率を評価するため、各株感染マウ

スの脳を破砕し、形成シスト数を計数した。 
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研究成果の 
概  要 

結果 
TgAQP1 と TgAQP2 のそれぞれのノックアウト原虫株（ΔTgAQP1 株、ΔTgAQP2

株）の作出に成功した。 
これらをマウスに腹腔内接種した結果、いずれの KO 株も病原性はやや減弱した。そこ

で、両方の AQP をノックアウトしたダブルノックウト原虫ΔTgAQP1ΔTgAQP2 株を作出

し、その病原性を検討した結果、マウスへの病原性が顕著に減弱することを明らかにした

（図 1）。 
各株感染マウスの脳を破砕し、形成シスト数を計数した結果、ΔTgAQP1ΔTgAQP2

は親株および単独欠損株に比べ、シスト数が少ない傾向がみられた。 

 
図 1 各株のマウスに対する病原性 

研究成果の 
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